
2016-17第 8回複合地区ガバナー協議会議長【ウェブ】連絡会議要録（2017.4.17） 1/6 

（2016－2017 年度） 

第８回複合地区ガバナー協議会議長【ウェブ】連絡会議要録 

◎ 日 時： ２０１７年４月１７日(月) １３：００-１４：３０ 

◎ 会議システム： オムニジョイン(OmuniJoin) 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 井 出  孝 （副世話人） 

331 複合地区協議会議長 柏 﨑 昭 朗 （副世話人） 

332 複合地区協議会議長 柳 本 英 洋  

333 複合地区協議会議長 中 嶋 正 昭  

334 複合地区協議会議長 久 野 好 輝  

335 複合地区協議会議長 神 﨑  守  

336 複合地区協議会議長 安 田 克 樹 （世話人） 

337 複合地区協議会議長 吉 見 章 一  

国際理事（2015-2017） 佐 藤 宜 之  

国際理事（2015-2017） 安 井 克 之  

国際理事（2016-2018） 中 村 泰 久  

１３：００安田世話人より開会。議長会議の終了１４：３０より、一般社団法人日本ライオンズ理事会を行う。 

◎ 議 事： 

【国際理事案件】 

１. 春季国際理事会報告 

３月２４日～２７日ギリシャのアテネで行われた春季国際理事会について、報告あり。 

 ２０２２～２０２４年の国際大会開催都市が決定した。２０２２年ニューデリー（インド）、２０２３年ボストン

（米国）、２０２４年メルボルン（オーストラリア）。 

 ３月２１日現在のシカゴ国際大会登録人数は３０，２９１人。最終予想は４５，０００人。登録人数の内訳

は、米国・ネパール・インド・中国・日本の順で多い。 

 ＧＭＴ/ＧＬＴに加えて、新年度からＧＳＴ（グローバル・サービス・チーム）が加わることになった。これ

らを総称して「グローバル・アクション・チーム」という。日本はＦＷＴが継続されるため、４つのチーム

が発足することになる。ＭＤコーディネーターの任期は３年、ＬＣＩが任命する。任命はエリアリーダー

に委ねられているので、次期ＭＤコーディネーター人事は白紙にしておいてほしい。ところで、地区

コーディネーターは任期 1年とし、ガバナーが任命する。 

 リジョン・チェアパーソンの設置は任意、ガバナーの判断による。従来通り変更はない。 

 地区ガバナー諮問委員会に、クラブ第 1副会長も加わることになった。 

 標準版クラブ会則及び付則が改正される。 

 チャーター申請の際、ガイディングライオンは 2名から 1名に変更される。 

 国際理事及び国際第３副会長の選出。同一地区でも就任可能となり、立候補の（推薦）有効回数は、

２回の大会から３回の大会までとなる。 

 台湾の３００-Ｃ１地区ガバナーは、理事会方針に沿わない行動をとっており、改善が見られないこと

から、ガバナー職を罷免された。元ガバナーとはならない。 

国際理事の報告を受け、質疑応答あり。次期ＭＤコーディネーターは白紙としておくことを確

認した。  
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【議長会案件】 

２. スペシャルオリンピックス日本（ＳＯＮ）との調印について（中村国際理事） 

中村国際理事より、スペシャルオリンピックス日本とのパートナーシップのための調印につい

て提案あり。法人理事会において検討する。 

３．２０１９年ＯＳＥＡＬフォーラム入札に関して（ＭＤ３３６） 

安田議長から、２０１９年第５８回ＯＳＥＡＬフォーラムを広島で開催することを決議し、入札に

参加するとの報告あり。１１月に開かれる台南フォーラムで、開催地が決定される予定。 

そこで、各ＭＤに協力金拠出のお願いあり。３３６を除く７つのＭＤは正会員（子会員除く）１

人当たり２千円、336-Ｃ地区は６千円、336-Ａ・Ｂ・Ｄ地区３千円。開催地が決定次第、あらた

めて協力依頼が行われる。 

提案説明を聞いた後、意見交換あり。前回日本の福岡で行われたときの協力金額を調べて、

各議長に報告していただく。 

４. シカゴ国際大会「日本ライオンズ代議員会・朝食会」開催について 

７月２日（月）ヒルトン・シカゴ（ＬＣＩ本部ホテル）３階 Williford において、４００人を想定して過

去例から８ＭＤに配分した目標人数及び式次第案が配布された。国際理事候補者所属の

ＭＤ３３４が設営の準備を進めており、久野議長から登録料一人５千円でお願いしたいとの

要望あり。了承。なお、朝食はビュッフェスタイル、第１部代議員会、第２部朝食会の２部制と

する。第２部の役員挨拶までの式次第を済ませてから、朝食開始となる。 

◇目標人数（合計４０２人） 

ＭＤ３３０ ６９人 ＭＤ３３４ ８０人 

ＭＤ３３１ ３０人 ＭＤ３３５ ６８人 

ＭＤ３３２ ３０人 ＭＤ３３６ ４０人 

ＭＤ３３３ ４５人 ＭＤ３３７ ４０人 

５. 国連支援募金運動に対する協賛名義（＊）使用の承認について 

（＊）「薬物乱用防止認定講師育成講座」とは別のもの。事業名称は「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動、

年間を通じて行う。重点募金活動期間は平成２９年６月２０日～平成２９年７月１９日。事業の目的は厚生

労働省が主催する「ダメ。ゼッタイ。」普及運動と「新国連薬物乱用防止根絶宣言」（２００９年～２０１９年）

の支援事業の一環として薬物乱用防止への理解と認識を高める。 

（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センターの井村伸正理事長からの文書コピー配布。事務手

続きの不手際により、協賛名義の使用許可願いを東京の330-Ａ地区事務局に発送していた

とのお詫びあり。募金を強制するものではないが、提出された資料の４７都道府県の寄付一

覧をみると、多くの地区でライオンズクラブが募金活動に協力している実態がある。 

募金運動は各クラブの任意との前提で、「ライオンズクラブ国際協会３３０～３３７複合地区」

の協賛名義使用を許可してはどうかとの提案あり。採決の結果、反対なし。全議長賛成。 
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６. 国際理事立候補者推薦手続規則及びオセアル・ガイドライン 

ライオンズ必携第５６版Ｐ.172 には、国際理事立候補者推薦手続規則に続けて【参考指針】

「国際理事候補者の推薦について」の一文が掲載されているが、これに代わって、２０１６年

の第５５回香港フォーラムで決議されたオセアル・ガイドラインを改訂版に掲載してはどうかと

の提案あり。 

〔審議結果〕別紙添付のオセアル・ガイドラインをライオンズ必携第５７版に掲載する。 

７. 日本ライオンズ次世代リーダー研究会について（ＭＤ３３３） 

４月５日～６日千葉の木更津で行われた「日本ライオンズ次世代リーダー研究会」について、

中嶋議長から報告あり。ＧＬＴ８０名、ＦＷＴ１００名の参加があり、研究会は大変好評だった。

しかし、ＭＤ予算のないところで研究会を開いたため、赤字が出た。来期は名古屋開催が予

定されているため、今後は一般社団法人日本ライオンズの後援及び各ＭＤから協力金をお

願いできないかとの要望あり。 

８. 次年度・一般社団法人日本ライオンズ構成（案）について 

資料配布。法人理事会において検討する。 

９. 東京オリンピック・パラリンピック支援・新規口座開設のお知らせ 

３月１４日に、オリンピック・パラリンピック支援金受入のため「一般社団法人日本ライオンズ」名義

の新規口座が三菱東京ＵＦＪ銀行京橋支店に開設され、各地区に通知された文書及び最新の

入金状況一覧配布。支援本部長名義の中野支店口座は６月までには閉鎖し、京橋支店口座に

集約する予定との報告あり。 

また、４月１１日に行われたＭＤ３３０オリンピック・パラリンピック支援特別委員会の会議録コピー

配布。支援金の使途については、法人理事会で検討する。 

１０． ２０１８年１月以降のライオン誌の方向について（ライオン誌日本語版委員会） 

４月１０日付け石井博之ライオン誌日本語版委員長の書簡コピー配布。法人理事会におい

て検討する。 

１１. 各種委員会報告 

（１） ２月８日ＬＣＩＦ ＭＤコーディネーター会議録（第４回） 

（２） ３月２４日複合地区国際大会委員長連絡会議・小委員会要録 

（３） ４月５日第９回ライオン誌日本語版委員会会議報告書 

上記会議要録・報告書（既配信済）。 

１２. 日本ライオンズ会計報告 

２０１７年３月会計報告配布。詳細は法人理事会で確認する。 

１３. その他（ライオンズＰＲ） 

４月４日付け株式会社博報堂の「ライオンズクラブ媒体出稿ご参考資料」一式配布。詳細は法人理事会

で確認する。 
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１４. 今後の会議予定 

２０１７年５月２９日（月）１３：００～１５：００ 第９回議長連絡会議【ウェブ】 

 

６月１２日（月）午後 現・次期議長引継ぎ会議（集合） 

６月１３日（火）午前 一般社団法人日本ライオンズ理事会 

６月１３日（火）午後 一般社団法人日本ライオンズ定時社員総会（２回目） 

以上 

 

一般社団法人日本ライオンズ第９回理事会決議事項より、議長会議案に関係する箇所を抜粋： 

・前掲議案２のスペシャルオリンピックス日本（ＳＯＮ）とのパートナーシップ協定調印を了承

する。 

・前掲議案８の次年度・一般社団法人日本ライオンズ構成（案）は、ガバナーが議長を兼任しな

い場合もあるため、正社員を現職地区ガバナー３５名及び現職協議会議長８名とする。なお、定

款の変更や法人理事会の役員構成は社員総会で決定する。 

・前掲議案９の東京オリンピック・パラリンピック支援金の使途は、当初の目的であるパラリン

ピック選手の育成・強化とすることを再確認した。 

・前掲議案１０の今後のライオン誌日本語版の方向性については、議長会及び理事会としては書

簡による提案を判断しがたく、４月５日の第９回ライオン誌日本語版委員会会議の協議結果を尊

重せざるを得ないだろうとの意見が多かった。 

・前掲議案１２の法人会計報告を了承する。会議出席者の航空券代は２８日前までの早割運賃で

の購入を努力していただき、実際に購入した航空券の領収証提出を必須とする。 

・前掲議案１３については、日本のライオンズクラブを効果的にＰＲすることに全議長が賛成し

た。サンプル版（約５０万円）制作の提案を了承する。評価の後、次年度のＰＲ予算計上を検討

する。 
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第８回議長会議要録 別紙 
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